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シソウしそう ニカン

エイゾウ

　

　

　

はじめに

　

　このシリーズもニカンめとなった。わたしのズイヒツよんサクめから、ロクサクめを

まとめたものである。いまおもうと、イチネンにサンサツと、よくだしたものだとおも

う。いまは、やすんでいるようだからそうおもう。つぎのこのシリーズがでるまで、イ

チネンはまたなければならないだろう。

　キョウははれできもちがいい。はるイチバンがセンジツふいて、キョウはニバンであ

ろう。ホンなどかいて、ヘヤにこもっていなくてよいとおもうが、トウブンやめるきは

ない。ただ、そとがきもちよさそうなのはジジツである。はたけしごともできればとお

もう。

　

ニセンニジュウネンサンガツジュウよっか

　

　

　

　

イチ、『オンガクイチエンのジダイ』イチ

　

ソレンはカイサンしてそのゴどうなったか。なぜカイサンすることになったかというと、

ビョウドウすぎたときく。グタイテキには、はたらかないでキュウリョウをもらうひと

にあわせて、よくはたらくひとや、ユウノウなひとがはたらかなくなったからだという。

たしかに、あまりはたらかないひとにケイザイをあわせるととんでもないことになろう。

これは、どこかのくにのケイザイセイサクににている。そうだ、「ザンギョウ」をキセ

イしようというセイサクのことだ。たしかに、はたらきすぎてしんでしまったり、もえ

つきてしまったりするのはこまるが、みんながみんなそうなるわけではない。だからザ

ンギョウをとめるのは、コベツにやるべきだろう。はたらきざかりがはたらかなくなっ

たら、やはりケイザイはコンランするのだ。ソレンカするニホンではしょうがないとお

もう。

　

ニ、『オ』よん
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エーからビーにすすむのに、イチビョウかかれば、イチビョウカンかかったという。く

るまにしても、くるまでもヒコーキでもイドウするにはジカンがかかる。くるまにして

も、ヒコーキにしても、ニンゲンがつくりだしたものである。それはチキュウジョウで

ソクドのはやいブルイだろう。いまのところイチバンはやいとされているのが「ひかり」

である。これはニンゲンがつくりだせるか。たしかにデントウはつくったようだ。

ところで、イドウにはエネルギーがヒツヨウである。くるまならガソリン、ヒコーキな

らジェットネンリョウである。それはどうショウヒされるか。おおきいものをうごかす

と、よりおおきなエネルギーをヒツヨウとする。ちいさなものならすくなくすむ。それ

からなにかいえないか。そう、「ひかり」よりもちいさなブッシツをつくれば、ひかりよ

りはやくイドウできるだろう。これを「こまびかり」といおう。なんのやくにたつかは

わからないが、チキュウジョウのリヨウだけでも、ジョウホウがはやくうごくようにな

るわけだから、セイサンセイがあがるだろう。

　

サン、『オ』ジュウ

　

エーアイがたまにワダイになる。シハンのキカイにもトウサイされたものがある。もっ

とすごくなると、リョウリのこんだてとか、むだづかいのガクを、ケイサンしてくれる

のだろう。そういうエーアイとたたかうのがかしこいのであろうか。あるコウコウセイ、

ダイガクセイのチシキは、カキュウのエーアイにうちまかされてしまうだろう。キョウ

イクにゴヒャクマンエンかけるのなら、エーアイをサンビャクマンエンでかったホウが

やすいとなる。キョウイクはジョセイキンでなりたつようなキョウソウができないギョ

ウカイである。だから、そういうエーアイとカカクキョウソウをしたら、キョウイクギョ

ウカイがまけるのはめにみえている。まけるとはどういうことか。キョウイクギョウカ

イのあかじがふえるということだ。あかじをだすまいと、ねだんをあげるかもしれない。

そうするとますますキョウイクギョウカイにおかねをはらうのが、ばかばかしくなって

くる。そういうミライがみえたからか、わたしはコウコウにいかなくなった。エーアイ

とサバイバルゲームをするきはなかった。

どうすればいいか。エーアイをつくるホウにまわれば、もうかるだろう。ニジュウネンま

えはコンピューターがそうだった。コンピューターがリュウコウしていたときは、コン

ピューターをつくっていれば、もうかっただろう。テレビゲームでハンドウタイやガメ

ンになれていたこどもがおおかったから、パソコンにもなじみやすかっただろう。いま

は、リュウコウからセイジュクしていき、ハードウェアは、そうそうもうからなくなっ

てきているようだ。しかし、パソコンをつかうひとはそんなにへっているわけではない

だろう。ソフトウェアはまだまだもうかるかかもしれない。

エーアイはわりとあたらしいソフトウェアである。もし、チシキだけがヒツヨウとすれ

ば、エーアイにかなうひとはそうそういないだろう。ニンゲンはどうすればいいか。う

ごけばいいのである。このブンのようにかくしごとは、やがてエーアイにうばわれるか

もしれない（かといっててぬきをしているわけではない。わたしジシンのユニークさで

ショウブしているつもりだ。）。
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しかし、ものをはこぶとかリョウリをつくるのは、エーアイにはできない。ロボットがや

りはじめるかもしれないが、そこのところはキョウソウしてもいいかもしれない。リョ

ウリはつくってたべなきゃニンゲンがしんでしまうからだ。そういうキソテキなことで

ないから、エーアイはかるくみられている。しかし、ガッコウでまなんだことがチシキ

だとしたら、ニュウシャシケンでは、「おかえりください。うちにはエーアイがいますん

で。」になってしまう。そういうわけで、チシキよりギジュツがダイジになっているジダ

イなのだとおもう。エーアイとキョウソウするくらいなら、つぎにひかえているロボッ

トとキョウソウするのがかしこいといえるかもしれない。

　

ヨン、『オ』ジュウサン

　

わたしたちのすんでいるあたりを「アジア」という。もともとチュウトウあたりにあっ

たくにをそうよんだために、それをカクダイしてつかっているようだ。しかし、コウゾ

ウシュギシャ（●『よろこぶゲンシジン［イカ、よ］』イチ）はそれでいいのかとおもう。

なぜなら、そのガンソアジアは、ショクミンチにされていたのだ（ゾッコクといったホ

ウがいいかもしれない。）。そんななまえをみとめてしまったから、ジュウゴセイキイコ

ウのトウシュウ（レイのなまえはつかわないホウがいいだろうから、かりにトウシュウ

としておく。）は、ショクミンチにされてしまったといえるかもしれない。ことばの（こ

ういういいかたはすきではないが）マリョクというやつである。かといってトウシュウ

といっても、そうそうつうじるわけではないだろうが、ジブンたちのことはそういえる

だろう。ゾッコクじゃしょうがない。

　

ゴ、『オ』ジュウゴ

あるしなものエーがあったとする。エーのほかにエーダッシュもあるとする。エーダッ

シュだから、エーとはちがうか。それはなんともいえないが、ブツリテキにはまったく

おなじものというのはむずかしいから、やはりちがうといえそうだ。しかし、それだと、

エーイコール エーダッシュ、エーダッシュ イコール ビーだからエー イコールビーとい

ういいかたができなくなってしまう。つまり、エーもエーダッシュもビーもちがうとい

うことだ。

ロンリはヒャクパーセントとかレイパーセントとかのものだから、ニジュッパーセント

ゴサがありますではこまってしまう。でもゲンジツはそんなものだからしょうがない。

トウケイガクのようにゴパーセントゴサがあります。でいいとおもう。つまり、エーイ

コールビーであるが、ニジュッパーセントのゴサがあると。ギャクからいえば、エーイ

コール ビーではないが、ハチジュッパーセントのゴサでまちがえだと。

シーさんいったディは、コウテイされたり、ハンロンされたりするが、サンジュッパー

セントまちがいだというようにスウチカすれば、ギロンもハクネツしないのでないか。
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ロク、『オ』ジュウハチ

　

ものがタクサンあるホウがゆたかだろうか。タブン、そういうひとがおおいにちがいな

い。ゆたかなくらしとは、ものにかこまれたセイカツだと。しかし、わたしはサイキン、

クウゲンをかんがえる（●『アルクカラカンガエル［イカ、ア］』ニヒャクニジュウキュ

ウ）。クウゲンとはわたしのゾウゴで、「からっぽ」というシゲンである。つまり、どこ

かにものがないホウがジユウともいえる。なにかものをおいてもよいし、おかなくても

よい。しかしそれはフドウサンである。ようするにあきちドウヨウだ。ケッキョクはフ

ドウサンがダイジなのではないかということだ（ヘヤのイチブとしても）。

そういうわけで、わたしはフドウサンをうったわけではないが、かいもどしている。そ

うすると、ゆとりがでてくる。そうニホンジンのいえはせまいのだ。わたしのおやじも

おふくろもヨケイなものはおかなかった。わたしはそうではなかったが、ものがふえる

につれ、どうもジブンがうごけるハンイがせばまってくるのにきづいた。だから、もの

をかたづけるといういいかたもあるかとはおもうが、フドウサンをかいもどすのである。

かねもちのいえはタブンヨユウがあるだろう。けっしてソウコのようにはなっていない

とおもう。

　

シチ、『オ』ニジュウニ

わたしがチュウコウセイのころ、ほとんどジタクではベンキョウしなかった。テレビゲー

ムをしたり、からだをうごかしてウンドウしたり、ガッキをひいたりした。テレビゲーム

というあそびは、いまのわたしにとってなににもなっていないが、あえていうなら、レ

キシにキョウミをもったことだ。カンレンボンもよんだ。もうイッテンは、ハンドウタ

イのハッテンのためになった（●『よ』ヒャクナナジュウサン、ヒャクハチジュウサン）。

ウンドウはシンタイのケンコウにつながっているし、ガッキはシュミになっている。

でも、サイキン、ベンキョウなり、ケンキュウもいいシュミではないかとおもえる。ホ

ンとヒッキグテイドにしかおかねがかからないからだ。ホンはゴヒャクエンからかえる

が、ガッキはナンジュウマンとする。やすくてもスウマンだ。だから、ショミンにとっ

て、ベンキョウはいいシュミだとおもうのである。それをおそわったのはいいシュウカ

クであった。

　

ハチ、『オ』ニジュウよん

　

なぜテンにめされるといういいかたをするか。それはウチュウをサイセイサンしたホウ

がいいからである（と、わたしはかんがえる。）。どういうことか。ウチュウはひろがり

つづけているという。ベツにそんなおおきくかんがえなくてもいい。タイヨウのもって

いるすべてのシザイをホウシュツしてしまったらどうなるか（ひかりもシザイである。）。

タイヨウはもえなくなり、タブン「ブラックホール」になるだろう。そしてもともとのシ

ゲンはとおくにいってしまっている。またもえるのをサイカイさせようとおもったらど
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うか。またシザイをあつめるしかない。だから、ブラックホールはいろいろとすいこむ

といわれるのではないか。またシザイがあつまれば、またもえることができるのだ。つ

まり、ニンゲンなんかはテンにめされたホウがよいのだ（あなたがタイヨウケイのなが

つづきをキボウするのならだが。）。そうすればタイヨウはながくつづく。テンにめされ

てもいいし、リンネテンセイでもいいのである。

　

キュウ、『オ』ニジュウハチ

　

わたしがダイガクにいっていたとき、アルバイトをはじめた。それでそのうちダイガク

のガクヒをジブンではらうようになった。ゲンエキでニュウガクしたならともかく、お

くれてはいったので、シュミでガッコウにいっているとおもうようになった。だから、

ジブンではらったホウがいいだろうと。それがあったから、コウギはやすまずにうけた。

セイセキはまぁまぁだった。

しかし、ガクヒをだすのはそうカンタンでなく、おかねのやりくりをケイサンするよう

になった。イチガツにいくらためて、シガツにいくらはらってといったものである。そ

のときはカイキブンセキ（あるスウジをタンジュンなイチジシキでヨソクするギジュツ）

をあまりしらなかったが、イチジシキで、チョクセンテキなスウシキで、それからのみこ

み、ガクヒのブンのおかねのたまりぐあいをケイサンするようになった。ワイ（ジブン

のジンセイ［ガクヒのたまりぐあい］）イコール エーエックス（マイツキのキュウリョウ

［ジキュウ かけるキンムジカン］）マイナスビー（セイカツヒ）といったぐあいである。

エーエックス（キュウリョウ）がふえればすごくゆたかだが、そうカンタンではない。ト

ウジはそれにもかかわらず、それをタッセイしようとした。しかし、つとめさきではケ

イエイゴウリカで、アルバイトジュウギョウインのキンムジカンをへらしていた。これ

ではガッコウにいけなくなるとわたしはかんがえ、ベツのアルバイトをはじめた。しか

しである、エックス（キンムジカン）をのばそうというのは、わたしのみがってなかん

がえだ。コヨウぬしとのカンケイできまるものであるのに、そうしてアルバイトをテン

テンとした。

ケッカは、おかねはたまったがシュクダイをやるジカンがなくなってしまったので、こ

れはソツギョウできないとおもい、ジネンイコウのケイカクをかんがえた。しかし、こ

のトチュウでジブンのみがってさになやまされる。かせげるかはわたしだけがきめるも

のではない。そこでうまくいかなくなった。いまなら、スウシキのヘンスウをイッコ、ニ

コふやしたらいいとおもう。つまり、ワイ（わたしのジンセイ）イコール エーエックス

（ジブンのドリョク）プラスシーゼット（カイシャのギョウセキ）プラス ディエイチ（シ

ジョウのケイキ）マイナスビー（セイカツヒ）のようにである。さきのシキよりはまと

もなヨソクができるだろう。

　

ジュウ、『オ』ニジュウキュウ
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ショウバイにはコストとリエキがあるとされる。うりあげ イコール コストたすリエキと

いうやつだ。うりあげをいくらあげても、リエキがないのではもうかっているとはいえ

ない。だから、うりあげでなく、リエキをあげることをスイショウしたりする。コスト

をこまかくいうと、ゲンザイリョウをかうコストやジンケンヒなどがある。だから、コ

ストをさげようとおもったら、ジンケンヒ（ジュウギョウインのキュウリョウ）をさげ

るヒツヨウもでてくる。そういうリユウで、カイガイのジンケンヒがすくなくすむとこ

ろでセイヒンをつくったりする。そのホウが、リエキがおおきいからだ。これはシホン

シュギのシュダンといえるかもしれない。

ところでジュウゴセイキくらいのヨーロッパでは、センキョウシをカイガイにおくりだ

しはじめた。シンタイリクがみつかったのがリユウのひとつだろう。また、そういうチ

イキをヨーロッパのくにはちからずくでショクミンチカしようとした。なぜショクミン

チカするか。あるセイヒンやゲンリョウをやすくてにいれたかったからだろう。そうす

ればヨーロッパでのセイヒンカカクがひくくおさえられるか、リエキがおおくでるので

ある。センキョウシをカイガイにおくりこむことも、コストをさげるためだとおもう。

どういうことかというと、ヨーロッパでシュウキョウにかかわるひとをイクセイしよう

とする。それにはコストがかかる。かりにひとりあたりイッセンマンエンかかったとし

よう。シュウキョウにうりあげのガイネンをもちこむのはどうかだが、そのひとたちが

それぞれニセンマンエンうりあげたとする。そうすると、ひとりあたりリエキはイッセ

ンマンエンとなる。しかし、ショクミンチでひとをそだてれば（ヨーロッパよりブッカ

がやすいとカテイする。）、ニヒャクマンエンでひとりそだてられる。それなら、コスト

はゴブンのイチだから、うりあげをおなじスイジュンでかんがえれば、センハッピャク

マンエンのリエキ（そのひとをキョウイクゴにヨーロッパにまねいたばあい｡）、うりあ

げがすくないとしても（たとえばヨンヒャクマンエン。）、ちいさなキンガクでキョウイ

ク、センキョウができるのである。こういうわけだから、やっぱりセンキョウシも、ジ

ンケンヒがやすいところにいくのだ。これをシュウキョウのホウホウとよぶことにする。

シホンシュギのシュダンとシュウキョウのホウホウはどちらがさきにできたかわからな

いが、おなじようなものなのである。ただことばのかべがあるから、カイガイでやすく

つくるのはカンタンではない。しかし、エイゴのフキュウでそれはやさしくなっている

し、ホンヤクキもセイドがあがっているだろう。だからカイガイでつくるのもやさしく

なっているかもしれない。

　

ジュウイチ、『オ』サンジュウ

　

「いいニュースがある。シホンカとロウドウシャのタイリツがおわったんだって。」とい

えるひはいつのことだろう。たしかにそれは「おわる」かもしれないし、「おわら」ない

かもしれない。エーアイとロボットギジュツがハッタツしている。なにかのセイヒンの

コウジョウでも、それらをつかったりするだろう。それがキュウゲキにすすむとどうな

るのか。ニンゲンのロウドウシャがいらなくなるのである。「いらない」とはどういうこ

とか。「やとわない。」、「リストラ」というやつである。エーアイやロボットがセイサン
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するから、ニンゲンのロウドウシャはいらないということである。

シホンカはエーアイやロボットにまかせてセイサンする。リストラされたロウドウシャ

は、いえではたけをたがやしたり、ザツヨウのしごとをしたりするようになるかもしれ

ない。ロウドウシャにとってよくないようだが、むかしはそうやってくらしているひと

がおおかったのではないか。それでまぁまぁやっていけるのなら、さきにいった、シホ

ンカとロウドウシャのタイリツはおわりである。リョウシャともジッサイにはつきあわ

ないわけであるから。

しかし、シホンカがノウチをタクサンかったばあい、ロウドウシャは、そこではたらくよ

うになるかもしれない。コサクニンになるというわけだ。なんのことはない、またショ

ウエンセイになるというだけだ。それであまりにロウドウジョウケンがわるいとどうな

るか。ガッシュウコクのナンボクセンソウのようになるかもしれない。

ナンブではドレイをつかったノウギョウをしていて、ホクブではコウギョウセイサンを

していた。ナンブがドクリツしようとして、センソウになったというシジツだ。やはり、

ショウエンのロウドウシャが、うらみつらみをいうようではセンランになるかもしれな

い。イッポウ、コウギョウセイサンをするひとや、ドクリツテキにくらすひともいるだ

ろう。こういったシャカイをナンボクタイセイといっておこう。

ただ、ガッシュウコクのばあいには、ホクブはコウギョウセイサンをしていたからシキ

ンはあった。しかし、このヨソウのばあいはそうではないかもしれない。シホンカはノ

ウギョウもコウギョウもおさえているかもしれない。ニクダンセンでたたかうことはで

きるが、ショウエンがわがグンとなかよくしていたら、ショウエンセイはながくつづく

だろう。ホクブはホクブでジキュウジソクやコウギョウセイサンをしていれば、まぁモ

ンダイはない。そうやって、シホンカとロウドウシャのタイリツはおわる。かわって、シ

ホンカとコサクニンのタイリツがおこるかもしれない。

　

ジュウニ、『オ』サンジュウイチ

　

ロウドウシャのチンギンをあげる。そのひとがロウドウシャならうれしい。しかし、その

ドがすぎてしまうと、ロウドウシャドウシのキュウリョウのうばいあいになり、リスト

ラされることになる。また、さきにいった（●ジュウイチ、『オンガクイチエンのジダイ

［イカ、オ］』サンジュウ）エーアイとロボットのカツドウもあるから、キュウリョウが

あがるといっても、すなおによろこべない。タンジュンにいえば、ニンゲンのロウドウ

シャにはらうキュウリョウより、エーアイ、ロボットのイジヒのホウがやすければ、ニ

ンゲンのロウドウシャは、リストラのタイショウになる。

ニホンジンよりナンポウのほうのくにのひとにつくらせるとかをいままでやっていたが、

それらのくにのひとより、エーアイやロボットのホウがやすければ、そうやってセイサ

ンするカノウセイがおおきい。エーアイより、ロボットのホウが、うごきがあるブン、つ

くるのがむずかしいだろうから、ニクタイロウドウならば、とりあえずはリストラには

ならないかもしれない。しかし、ジカンのモンダイというきがする。
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ジュウサン、『オ』サンジュウサン

　

「コウコウ、ダイガクにはいかなくてもよいのでは。」というテンについてのべた（●サ

ン、『オ』ジュウ）。それはなぜか。そこでおぼえるチシキはそこらへんにあるし、ヒツ

ヨウなときにネットワークからよびだすことができるからだ。タンジュンにいうと、「チ

シキ」へのアクセスカカクがやすくなったのだ。それはネットワークカンキョウがとと

のったことによる。パソコン（ネットワーク）が「チシキ」へのアクセスカカクをやす

くしたわけだ。もっというと、もはや、ただとおもわれているかもしれない。それなら、

ガッコウにたかいかねをはらうことはない（しかし、ケンキュウショクなどチシキでショ

ウブするしごとだったら、ガッコウにいくのがいいだろう。）。

「チシキ」へのアクセスカカクがさがったのだから、ガッコウのガクヒもやすくなるの

がシジョウのジョウシキである。ゲンにダイガクなどはテイインわれがでているときく。

しかし、どうもゼイキンをトウニュウするようだから、やすくはならないというか、ガッ

コウがオンゾンされる。まぁ、（キョウシ、キョウジュにタイする）シツギョウタイサク

もあるからだろうが、ガッコウがシンポするのかうたがってしまう。こんなだから、コ

クサイキョウソウリョクのあるダイガクがでてこないのだろう。

ジュウヨン、『オ』サンジュウよん

　

パソコン（とネットワーク）が「チシキ」へのアクセスカカクをさげた（●ジュウサン、

『オ』サンジュウサン）。いまはもっとそれがすすんでいる。それはそうだ。パソコンが

フキュウして、ニ、サンジュウネンたつからだ。コンドは「エーアイ」によって、ズノ

ウロウドウがやすくなるだろう。ズノウロウドウというと、キュウジュウネンダイから、

ニホンキギョウがジュウシしていたブンヤだ。セッケイがニホンでおこなわれて、セイ

ゾウがカイガイというセイヒンのつくりかたが、そのレイである。ほかには、ホンヤク

とかキャクホンとかケイリとかそういうショクシュである。ガッコウのキョウシもそう

かもしれない。そういったショクシュのロウドウのカカクがさがる（さがっている）だ

ろう。カンタンにいうと、エーアイがもちいられて、ひとはベツのしごとをするように

なるということだ。それもまたゼイキンをトウニュウしてロウドウシャをまもるのかが

キョウミぶかい。

　

ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ

　

「エーアイによって、ズノウロウドウがやすくなる（●ジュウヨン、『オ』サンジュウよ

ん）。」のつぎはなにか。ロボットのリヨウである。これはいますすんでいて、タンジュ

ンなうごきのニクタイロウドウはつぎつぎとおきかえられるであろう。たとえばショウ

テンのハンバイイン、インショクテンのテンイン、タクシーのウンテンシュ、セイソウ

インなどがロボットにおきかえられる。やっぱり、これでシツギョウするひとをどうさ

さえるのかが、キョウミぶかいところであるが、さきのふたつのおきかえ（コンピュー
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ター、エーアイ）をふくめてまだニンゲンのロウドウシャが、はたらきつづけられるは

たらきかたがある。

それはショクニンになることである。つまり、トクテイのブンヤで、コンピューター、

エーアイ、ロボットをタクエツするギジュツをもっていれば、はたらきつづけられると

いうことだ。ジンリキでなにかをするひとをアーティストという。ニホンでアーティス

トというと、サッカ、ゲイノウジンであるが、アート（てサギョウ）をさきのみっつに

まけないスイジュンまでたかめられれば、シツギョウしない。しかし、ジブンがへたな

アーティストだとおもうのなら、いまからジュンビしておいたホウがいいかもしれない。

エーアイやロボットにおしえられるくらいじゃないときびしいだろう。

　

ジュウロク、『オ』サンジュウロク

　

コンピューター、エーアイ、ロボットのハッタツのためにチシキへのアクセスのカカク

がさがり（●ジュウ）、ズノウロウドウのカカクがさがり（●ジュウヨン、『オ』サンジュ

ウよん）、ニクタイロウドウのカカクがさがる（●ジュウイチ、『オ』サンジュウ、ジュ

ウニ、『オ』サンジュウイチ、ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ）。そうすると、たいしたし

ごとをしないぶらさがりロウドウシャはいらなくなってくる。

これまでは、シャカイシュギにサラリーマンがホゴされていたカンがあるが、もうそれ

もおわりだろう。ひとつでも、それらみっつにまけないギジュツがなければ、はたらくキ

ギョウにとってやとうカチはすくない。これまでは、しごとがカイガイのロウドウシャ

におきかえられたが、いまではそのみっつにおきかえられる。じぶんにギジュツがない

とすれば、ロウドウシュウヤクテキなしごとをハッテントジョウコクなみのチンギンで

やるようだろう。そのときに、サイテイチンギンというホウリツテキしばりがジャマに

なる。そのキセイカンワがヒツヨウかもしれない。しごとがないよりましだとおもうの

である。

　

ジュウシチ、『オ』よんジュウ

　

サイキン、あまりフケイキだということをいわない。ホントウかどうかはともかく、シ

ツギョウもへっているらしい。しかし、イッポウで、セイシャインのロウドウジカンの

タンシュクをスイショウしている。ケイキがいいなら、ロウドウジカンをへらせないだ

ろう。ロウドウジカンがへれば、セイサンリョウもへるが、キュウリョウもへる。ジツは

フキョウなのではないか。シュヨウなホウドウでは、あまりセイケンヒハンはしないの

で、そういうこともいわないのかもしれない。しごとがへって、キュウリョウがさがっ

てどうするのだろう。おかねをつかわないシュミがはやるんだろうか。

　

ジュウハチ、『オ』よんジュウニ
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シホンカとロウドウシャのタイリツというテーマがある（●ジュウイチ、『オ』サンジュ

ウ）。タブンそのリョウシャともしっかりしごとをするのがよいとおもうが、それによっ

ておきたセイヘンなどもある。

きたチョウセンがカク（ヘイキ）をもってけしからんというとき、そのズシキをおもい

だすと、やっぱりよかったのかもしれないとおもうことができるのではないか。つまり、

（アメリカ）ガッシュウコクやオウシュウというかねもちのくにが、カクヘイキをもって

（ビンボウでカクヘイキをもっているくにはすくない。）、ロウドウシャカイキュウのきた

チョウセンがカクヘイキをもてば、もはやかねもちだけのイシで、セカイをうごかすこ

とはできなくなる。つまり、いままでシホンカによるシハイだったセカイが、ロウドウ

シャのイケンもふまえたセカイにすることができるようになるのである。つまりはヘイ

ワになるのである。

かねもちは、キトクケンエキをうしなうからつらいが、シホンカとロウドウシャのいい

キンチョウをもちつつ、セカイをウンエイしていくことができるのだ。かんがえかたシ

ダイではわるくないだろう。

　

ジュウキュウ、『オ』よんジュウサン

　

あるアーティストがサクヒンをだし、シィディをおおいにうったとしよう。ヒャクマン

マイうれたとする。そのヒョウカについてひとは、「アーティストのコセイが、よにみと

められた。」などという。しかし、ホントウに「コセイ」でうれたのだろうか。

わたしがおもうには、「コセイ」はニのつぎで、そのアーティストをオウエンしようとい

うひとびとがタクサンできたことで、ヒャクマンマイのうりあげをタッセイしたのだと

おもう。もっといえば、オウエンするひとがヒャクマンニンいるから、かれらにささえ

られて、つぎもいいサクヒンをかれはつくるはずである。

わたしは、キュウジュウネンダイにうれたアーティストのサクヒンをそうおもった。オ

ウエンするひとがバクハツテキなうりあげをつくるのである。オウエンがいいオンガク

をつくらせるのである。

　

ニジュウ、『オ』よんジュウゴ

　

シィディやディブイディ、ホン、そのタネットワークなどでキョウキュウされる「こと」

を、わたしは「ギジ（ダイリ）タイケン」とよんでいる（●『よ』ヒャクよんジュウよ

ん）。「ダイリタイケン」ではあるけれども、それらはジョウホウギジュツのハッタツで、

ダイタイ、アッシュクされている。また、ナイヨウもムダなブブンをなくして、アッシュ

クされたナイヨウである。だからここでは、これらを「アッシュクタイケン」とよぶ。

サイキンのこれらのトクチョウは、カカクがやすくなっていることである。もしくはそ

んなにうれない。なぜかというと、チュウコシジョウをふくめて、タクサンのしなかず
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があるからだ。キョウキュウがふえれば、カカクがテイカするというはなしだ。だから、

ものとしてではなく、チュウコシジョウにながせない「データ」としてうるケイコウが

つよくなっている。それなら、チュウコシジョウにながせないから、カカクがやすくな

らないというわけである。

しかし、まだシィディやディブイディ、ホンはつくられつづけている。だから、カカクの

テイカはとまらないわけだ。トクにわたしがキグするのが、「アニメ」である。これは、

ひとりがイチニチ、サンジュウマイのえをかいて、ゴセンヨンヒャクニチ。つまりジュ

ウゴネンかかって、イチジカンハンのアニメがカンセイする。それほどてかずのおおい

アッシュクタイケンなのである。このカカクがさがると、つくろうとするひとがへって

くる。それをおぎなうためにコンピューターギジュツをつかって、ゴウセイしていくサ

クヒンがふえるだろう。そうすると、もはやアート（●ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ）

ではなくなる。まるばつさんとコンピューターのキョウサクですというようになる。だ

からそういうジョウキョウをさけたければ、オウエンすべきだとおもう。「アート」とし

てのアニメがホウフにあったジダイはおわりつつあるということだ。ほかのアッシュク

タイケンもそうだが、トクにアニメがケンチョだとおもう。

　

ニジュウイチ、『オ』よんジュウロク

　

カガクというのは、エイゴでエスシーアイ、きるというセットウジのつくことばである。

だから、ドンドンこまかくみていく。ケンビキョウができて、さらにブンシコウゾウ、ま

たそれよりこまかいものをみるというように。

くすりはむかしはショクブツなどからつくっただろうが、いまは、カガクシキをかんが

えてつくる。いいカガクシキをかんがえてつくる。いいカガクシキとゲンブツをつくれ

ば、コキャクにかってもらえるわけである。しかし、ベツにそこまでこまかくしなくて

もいいかもしれない。つまり、ヨブンがあるくすりみたいなものである。たとえば、ショ

ウガのなにかのセイブンが、いたみにきくが、そこまでこまかくしないで、ショウガつ

かうといったぐあいにである。カガクシキにもとづいてブンシをつくるやりかたはメン

キョがヒツヨウだったりする。しかし、コーヒーをチョウゴウするのにはメンキョはヒ

ツヨウない。そういうくさカガクがおもしろそうだとおもう。たべたらおもしろくなる

くさも、ハッケンされるかもしれない。

　

ニジュウニ、『オ』よんジュウなな

　

このまえ、マンネンヒツをデンシショッピングしていた。いまわたしがひらシャインだ

としたら、ショウシンしていくたびに、どういうそれをつかうかというぐあいにしらべ

た。モチロンこのみがあるから、すべてがタイショウにはならない。ひとそれぞれのも

のがたりがあるからだ。しかし、えらんでみると、アンガイかずはすくない。シャチョ

ウなるまでひととおりしらべたが、ジユウドはそんなにない。イチヤクショクにみっつ
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センタクシがあればいいホウだ。それでちょっとショウシンしたきになって（おそらく

「かかりチョウ」だ。）、かってみた。

しかし、うれしいのだが（ショウシンがであろう。）、あまりキノウテキとはいえなかっ

た。ガイコクセイ（カイガイフニンといえるかもしれない。ちなみにわたしのキャリア

パスでは「とりしまりやく」までカイガイだった。）のそれは、ほそいといわれるふでさ

きでもふとい。だからわたしにはつかいづらい。キャリアパスをまっとうするには、エ

イゴをつかえばよいのかもしれないが、それもどうかとおもう。だからさらにセンタク

シがせばまる。そうすると、えらんでいるのだが、ほとんどえらべないのである。また、

ショウシンしたら、まえにつかっていたものにもどせないようなきもする。それはコウ

カクだからである。そういうわけで、シュッセするとあとがなくなる。

それなら、あまりショウシンしなくてもよいのではとおもうようになった。いまのマン

ネンヒツ（ショウシンまえ）にフマンがあるわけではない。よっぽどフマンやいきづま

りカンがでてきたら、ショウシンさせればいいとおもうようになった。つまり、ショウ

シンするカイキュウもシゲンだから、タイセツにして、だれかがいきづまったら、その

ひとをショウシンさせればいいということである。

ただ、がんばっているひと、ユウシュウなひとが、あまりセイセキのよくないひとにさ

きにショウシンされるというのは、あまりおもしろくないだろうから（そういうシャカ

イシュギのシッパイをくりかえすのではノウがない。）、カイキュウとキュウリョウはベ

ツにするわけである。だから、ユウシュウなひらシャインのまるクンはネンシュウハッ

ピャクマンエンだが、カチョウになったバツさんはネンシュウがヨンヒャクマンエンと

いうぐあいにである。ショウシンについてかんがえてそうおもった。

　

ニジュウサン、『オ』よんジュウキュウ

　

ショクジをとると、やがてウンコがでる。これはニンゲンにとっては、あたりまえのこ

とかとおもう。むかしのヨーロッパでは、それをそとのドウロになげすてたという。し

かし、ゲンザイではゲスイドウにカイシュウしているのだろう。このようにチツジョか

らはイッテイのディスオーダー（フチツジョ）がでるということは、しかたのないこと

だとおもう。ほかのレイでいえば「ごみ」である。それをリサイクルして、またチツジョ

にくみこんでいくというホウホウをいまはとっている。かわって、ロウドウのバメンで

はどうだろうか。やはり「ウンコ」とか「ディスオーダー」はでないであろうか。

あまりきかないが、「ディスオーダー（カイシャからみれば）」ホンニンのモンダイでは

ない、がたまってドクリツ、リショクするひともいるだろう。たまに、しんでしまうひと

もいる。そういえば、シンソツのあるイッテイスウがナンネンイナイにやめるといわれ

ている。しんでしまうのはトクにモンダイだが、タイショクするひとをふくめて、「ディ

スオーダー」のショリがわるいともいえるのではないか。テンショクするうちに、「ディ

スオーダー」のショリをおぼえていたのかもしれないが、わたしもそのショリがうまく

ない。まぁ、さけをのむなど、いいカイショウホウがあればいいとおもう。
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ニジュウヨン、『オ』ゴジュウイチ

　

キョウソウをゼとしたり、キョウソウをいかんとしたりする。イッパンテキには、あるテ

イドのキョウソウは、そこであつかうものをシンカさせたりするためにのぞましいとさ

れるのではないか。しかし、ホントウにそうなのだろうか。チョメイなショウをとった

ニホンジンはいるが、ニホンでサイコウとされるダイガクは、あまりコクサイキョウソ

ウリョクをもたないという。そこにはいるためにタブン、キョウソウしたであろうにも

かかわらずである。ホントウにダイジなのはキョウソウだろうか。あるキギョウブショ

のレイでかんがえてみる。

まるさんは、しごとができるホウで、バツさんはあまりしごとができない。このふたり

がのみにいくと、まるさんは、バツさんのことを、「きみがいったダイガクがわるかっ

た。だからしごとができないんだ。」などとさんざんいやみをいう。バツさんもバツさん

で「そうだよね。おれのセイセキがわるかったから。」などという。これはセイサンテキ

か。また、かりにまるさんのことばにタイして、「ばかやろう。おれはおまえのコソクな

やりかたがきにくわねえんだ。」といったとしてもどうだろう。ほとんどセイサンセイが

ない。しごとのはなしではなくコジンコウゲキをしているからだ。ダイジなのは、ココ

がそれぞれのしごとをきちんと、なるべくよくなるように、やることで、そういったフ

モウなシテキやケンカをすることではない。フモウなコウゲキやケンカをするブン、セ

イサンセイはさがるだろう。

だったら、キョウソウじゃないのかであるが、モチロン、セイセキによるキョウソウテキ

なものはあるだろう。しかし、それはそれでホンシツではないとおもう。フモウなコウ

ゲキのかわりに「このまえのしごとのカイゼンをかんがえた。こうこうなんだけどおま

えはどうおもう。」「それならああしたホウがはやくできる。」となればセイサンテキであ

る。わたしにいわせれば、ベンショウホウのあるココのドリョクではないだろうか。カ

イゼンがヒツヨウなければ、ベンショウホウはいらない。キホンテキにはしごとはコジ

ンがするものだからである。しかし、ニホンのダイガクのコクサイキョウソウリョクが

ひくいというのは、ニホンジンがベンショウホウをにがてとするからではないか。

　

ニジュウゴ、『オ』ゴジュウニ

　

「うまれかわり」などという。「ゼンセイはなんだったか。」というはなしも、わたしがこ

どものころにきいたことがある。それはイデンのはなしではない。マテリアルのはなし

である。

エーさんというひとがいたとして、そのエーさんのイチブは、もと うしや、もとホウレ

ンソウでできていることは、ヨウイにソウゾウできる。わたしも（このいいかたがテキ

トウかはわからない。「わたし」は、ジョウホウであるカノウセイがあるからだ。）、そう

いうぐあいである。わたしがしんだら、タブン、カソウされて、ほねとキタイとかすが

のこるんだろう。そこからどうリサイクルされるか、なんかのドウブツ、ショクブツの
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かてになるかはわからない。ほねは、はかなどでホゴされるだろうし、キタイはふたた

びリクチにおりてこなければわからないし、かすはカソウジョウのゴミとしてショリさ

れるのだろう。

こういうかんじでは、「うまれかわり」はゼツボウテキだ。わたしはドソウができないの

なら、サンコツとかジュモクソウにしてもらいたいかもしれない。サンコツやジュモク

ソウなら、ショクブツにほねがキュウシュウされて、それがドウブツにたべられてとい

う「うまれかわり」がセイリツする。わたしをかりにマスター（シソ）としたら、そのイ

チブたちがうまれかわりをするわけだ。その「イチブ」をワンスルーということにする。

ワンスルーがうまれかわりをするということは、もののリサイクルである。だからそう

するばあいは「ライセイ」のはなしにもなる。

くさからドウブツ、そしてニンゲンになれればたいしたものだ。そういうわたしもカコ

のだれかのワンスルーがふくまれているかもしれない。ヨウするに、ゼンセイのゼンセ

イがニンゲンだったかもしれないのだ（ゼンセイはショクブツかドウブツがほとんどだ

ろう。たまにキンルイとかコンチュウもあるかもしれない（きのこ、いなごなど）。

だからゼンセイをさかのぼっていくと、やっぱりマスターにいきつくだろう。ニンゲンの

マスターのことをセイショではゲンキュウする。そこからまえのはなしになると、どう

もたちばがわかれるようだ（かみがつくったとか、シンカしたとか）。マスターヒューマ

ンのゼンセイはどうだったか。やっぱりくさとかドウブツだったとかかんがえるのがシ

ゼンでないか。イデンシをしらべればわかるといったって、サイボウのフクセイギジュ

ツはジョウホウである。ものがなければフクセイはできない。もののありかたにオウじ

て、ギジュツがハッテンしたのではというきがする。

だから、くさとかドウブツのブンシをしらべれば、かこにあったもの、シンカするまえ

のくさ、ドウブツのすがたがソウゾウできるのではないかとおもう。しかし、くさ、ド

ウブツ、プリヒューマン、ヒューマンというジュンカンはそれほどかわらないとおもう。

だが、セッキ、テッキをハッタツさせるまえの「プリ」ヒューマンはドウブツのセッシュ

がすくなかったようにおもう。だからゲンシテキなヒューマンは、くさ、プリヒューマ

ンというジュンカンだっただろう。「はか」をハッタツさせるまえだったら、くさ、「プ

リ」ヒューマン、ドウブツだっただろう。つまりドウブツのホウが、カイソウがたかいの

だ。それをマイソウギジュツのハッテン（はじめのうちは、ユウリョクシャだけだった

だろう。）により、「プリ」ヒューマンがカイソウをあげた（もはやヒューマンかもしれ

ない。）。セッキのハッタツもジュウヨウだが、それでもやっぱりドウブツのホウがうえ

となる。もっとまえになると、ショクブツよりカイソウがひくかったかもしれない。つ

まり、うごけないプリプリヒューマンである。ショクブツ（こけのような）にキセイさ

れるようなプリプリヒューマンである。

プリプリヒューマンのまえはわからないが。さるからハッテンしたといわれたりもする

が、ホントウのところはわからない。さるはさるでのこっていわけだから。イデンシが

にているといってもそれはショクリョウのキンジであろう。それともコンゴ、ポスト

ヒューマンをみとめるのだろうか。ポストヒューマンをみとめるとしたら、シンカのズ

シキにあるようなえだわかれもカノウだろう。まぁ、ブゾクあらそいなんかしてもしょ

うがないのだが。
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ひとついえるのは、セイショがかかれたのは、はかがハッタツしたあとだろう。それか

ドウジキだったかもしれない。だから、「ニンゲンがチキュウをシハイ」なのだ。エジプ

トおうのコウセキがおおきいだろう。あんなおおきなはかをつくったのだから。そのま

えはほかのドウブツがチョウテンだった。もしヨゲンシャがジュウヨウなもののハッテ

ンのときにあらわれるのならば、セッキをつくったときにもあらわれるはずだ。ただそ

れをキロクするものがなかったかもしれない。ただ、はかとドウヨウにフキュウしただ

ろう。ただ、ニホンにはイッパンテキに「サイゴのシンパン」のかんがえがないので、も

やしてしまうのだろう。リンネテンセイのホウがいいとおもうのだが。

　

ニジュウロク、『オ』ゴジュウサン

　

ユウセイセイショクのリテンとはなんだろう。クローンもつくれるジダイのはなしであ

る。よりよいケイシツをもちあって、よりよいこがつくれることだろうか。たしかにそ

れならすぐれたひとばかりになる。ただそれはギャンブルのようで、よりわるいケイシ

ツがのこることもある。しかし、そんなにシゼン、そしてシャカイカンキョウはきびし

いのだろうか。たしかにショクリョウがなかったり、みずがなかったりするチイキはあ

るようだ。

いまなら、いいデンキ（デンシキキ）をつくれるひとがユウシュウなんだろうか。かわで

センタクをしてもいいはずだ。まぁ、デンキはフウリョクハツデンでもできるから、ネ

ンリョウにたよらないデンキジダイはいいかもしれない。さしづめ、このまえは、ユキ

（セキユ）ジダイだろうか。そのまえは、タンキ（セキタン）ジダイだ。はたしてこうい

うシンポは、いつまでつづくのだろう。それがユウセイセイショクのシュクメイだろう。

　

ニジュウシチ、『オ』ゴジュウロク

　

「わをもってとうとしとなす。」とショウトクタイシがいったという。だからニホンジン

は「わ」をダイジにするんだろう。ニホンはシュウダンシュギのブンカともきかれる。そ

れでいいのかというハンセイがあったかわからないが、わりと「コ」のこともいうよう

になった。「コセイソンチョウ」など。ただ、ロウドウシャにとってはロウドウすること

がダイジだろう。「わ」でも「コセイ」でもいいが、とにかくはたらくことだ。

サギョウというのはキョウドウサギョウもあるが、ひとりでやるのがキホンだ。だから、

「コ」がしっかりしていなければいけない。あまり「わ」をおもんじてしまうと、「わ」を

なすサギョウ、タンジュンにいえば、なかよくするためにジカンがさかれてしまい、カ

ンジンのしごとがはかどらないとなる。だから「わ」をなすでもほどほどにしたホウが

いい。「わ」をおもんじすぎると、カイカクがすすまず、「コ」をおもんじると、ヤクショ

クからおろされたりと。わたしからみれば、「わ」をおもんじすぎると「ヘイサテキ」に

おもえる。
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ニジュウハチ、『オ』ゴジュウなな

　

さきにはなした「ゼンセイ」のはなし（●ニジュウゴ、『オ』ゴジュウニ）は、もののは

なしである。イデンシによってサイボウがフクセイされるというのは、どちらかという

ともののはなしではない。「もの」はほかにヒツヨウだからだ。だから、ジョウホウとか

ギジュツであろう。サイキンは「ゼンセイ」のはなしをあまりしなくなった。むかしは

だれかがしているのをきいたものだ。「オカルト」とかそっちのホウのあつかいになって

いるかもしれない。そういうわたしも、そのてのはなしは、すきではなかった。ヒカガ

クテキなはなしのようにおもっていた。

しかし、よくかんがえてみると、「もの」のはなしである（ニンゲンのからだをコウセイ

するブッシツの）。だからそれはたしかなのである。ただそれがどこからどこにいったと

いったはなしは、タイテイオクソクだからウサンくさい。そういうことである。ジョウ

ホウにはいいカゲンなそれがある。ただそれだけだ。

ところが、サイキンそのはなしをしない。どうもイデンのホウが、セットクリョクがあ

るのだろう。ガッコウでもおそわる。しかし、それがどのザイリョウをつかってカノウ

になるかはあまりいわない。セツメイはカノウだろうが、そういうもののはなしはしな

い。そういうのを「ジョウホウカシャカイ」というのだろう。そのジョウホウをしったっ

て、ものがなければくみたてられない。だからしょうがないといえばしょうがないはな

しなのである。そういうものぬきのはなしにどこまでたえられるか。オンガクもビデオ

もホンもデンシカ。もののないなにかである。むかしはジンリキでつくっていた。それ

をアートとよぶ（●ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ、ニジュウ、『オ』よんジュウゴ）。ど

こまでジョウホウカするのかはわからないがアートをダイジにしたい。

　

ニジュウキュウ、『オ』ゴジュウキュウ

　

ワンスルーのはなしをした（●ニジュウゴ、『オ』ゴジュウニ）。マスターヒューマンの

イチブだったそれには、マスターヒューマンのほかのイチブというキョウダイというか

ドウシというかがあるだろう。マスターヒューマンがしんでブンカイすると、そのタス

ウのワンスルーはカクサンする。そしてつぎのショクブツやドウブツのコウセイブツに

なるわけだ。センコワンスルーがあれば、センコのドウショクブツのコウセイブツにな

るかもしれない。そうすると、そのセンコのワンスルーのエンで、センコのドウショク

ブツはキョウダイといえるかもしれない。それがくりかえされると、シンセキがふえて

いく。そうかんがえると、カケイでなくて、ものとして、ケッコウなかずのひととキョ

ウダイであるといえそうなのだ。それをニンシキできるかはわからないがそういうエン

もありそうだ。

　

サンジュウ、『オ』ロクジュウ
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ニジュッセイキのゼンハンにはインフレがおこったという。おかねよりもののホウがア

ンゼンだと、ひとびとがハンダンすれば、ものがヒツヨウイジョウにかわれ、もののね

だんがあがる。ニホンもセイサクテキにインフレをねらっているらしい。スウパーセン

トテイドのインフレという。

しかし、きをつけなければならないのは、もっとおおきいインフレだ。それはセイフフ

サイのショリによっておこるかもしれない。すでにセイフやジチタイのコウサイハッコ

ウガクはセンチョウエンをこえた。これはかえせるのかというと、いまではキンリをか

えすのがセイゼイのようだ。だからもっとふくらむ。それをひどいやりかたで、たとえ

ばブッカにテンカするというやりかた（タンジュンにいうと、ショウヒゼイのようなゼ

イキンをとりたててショリするやりかた。）をすると、シジョウにでまわっているエンを

ニヒャクゴジュッチョウエンとカテイして、それのよんバイのセンチョウエンを、ショ

ウヒンカカクにうわのせすることになる。つまりニヒャクゴジュッチョウエンで、セン

ニヒャクゴジュッチョウエンのものをかうことになるから、カカクはゴバイになる。も

うひとつかんがえかたがある。

あとスウネンでセイフフサイはコジンキンユウシシサンとおなじくらいのガクになる。

そこでセイフがトクセイレイをだしたらどうなるか。セイフフサイのブンだけあたらし

いかねがヒツヨウになる。それをジッサイにすると、コジンキンユウシサンとあわせ、コ

ジンキンユウシサンのニバイのかねがあふれることになる。そうすると、ニバイのイン

フレとなるわけである。どちらにしてもきびしいが、ヨウイをしておくといいかもしれ

ない。

　

サンジュウイチ、『オ』ロクジュウニ

　

やすいなにかはおかいどくかもしれない。わりとカカクをみてかいものをしたりするだ

ろう。やすいものをえらんだりする。しかし、「やすものがいのぜにうしない」ともいう。

なぜか。それはやすいカカクには、リスクがふくまれていることがあるからだ。つまり、

それはフベンなもの（サービス）だったりするわけだ。うるホウもなるべくたかくかっ

てほしいところであろう。だから「やすい」にはきをつけたほうがいいだろう。

　

サンジュウニ、『オ』ロクジュウゴ

こどもはやがてガッコウにいく。ガッコウでキョウカショをめくり、ジュギョウをうけ

る。ガッコウをソツギョウしても、やっぱりジュギョウにおセワになるかもしれない。な

にかというとテレビである。ガッコウですなおにジュギョウうけていられたのなら、テ

レビキョクがながす「ジュギョウ」をうけるくらいわけないであろう。そうかんがえる

と、ニホンジンはしぬまでベンキョウしているんだなとおもう。そういえばわたしのオ

ヤジもケッコウテレビをみていた。しかし、わたしはカイガイにいっていたときがある

ので、ことばがわからずテレビをみないことがおおかった。いまになってもそんなにみ
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ない。だから、そのセンでいくと、わたしはわるいセイトだ。「ベンキョウ」していない

ことになるからだ。

しかしながら、そういうジカンができたことでかんがえるようになった。かんがえたっ

てしかたないのであるが、ちょっとかわったセイトになったかもしれない。いまは、パ

ソコンネットワークのハッテンで、そのホウメンからハッシンされるニュースをよんだ

りする。パソコンガッコウのセイトではあるわけだ。それはなにがいいか。うるさくな

いことであろう。それはホンをよむこととかわらない。つまり、「キョウカショ」だけ

ちょっとよんで、あとはジシュウしているのである。だからしゃべるのはへたになるか

もしれない。モデルとなるセンセイのことばをきかないわけだから。

サンジュウサン、『オ』ロクジュウロク

　

ひょっとしたら、「かみ」が、かんじるひとの「そと」にあろうが、「うち」にあろうがモ

ンダイはないのかもしれない。それはこういうことである。ゲンダイには「マヤク」が

あるとされている。そのマヤクをつかうひとの「うち」にいれるのはモンダイとされる

が、「そと」にあるばあいもまたモンダイなのである。それは、マヤクをつかったり、う

りかいしたりするカノウセイがあるからである。「そと」にもっているとすれば、そのひ

とがつかわないにせよ、チキュウシャカイというおおきなめでみれば、つかっているの

とドウヨウであろう。

タブンこういうことだとおもう。マヤクは「ある」イジョウしかたがないが、あるノウ

ドをこえてセッシュするとモンダイだと。タンジュンにいえば、「ある」マヤクをセカイ

ジュウのひとにキントウにいれさせればモンダイはないと（コウカがうすい。）。こいノ

ウドであるひとの「うち」にいれるからモンダイだと。だから、ホウリツテキにはキン

シされているのだけれども、「ダメ」か「ダメじゃない」かのニタクではなくて、テイド

のモンダイなのであろう。「マヤク」だってリサイクルがあるはずなのである。

このモンダイは、「かみ」にもいえるかもしれない。やっぱり「うち」にあるか「そと」

にあるかはモンダイなのではないだろう。キョウシンはこわいメンもあるけど、まった

くないといいきるのもこわい。テイドのモンダイではないか。

　

サンジュウヨン、『オ』ロクジュウなな

　

ハチジュウネンダイからキュウジュウネンダイに、ニホンはコウギョウセイサンなどの

シュイのザについたともいわれる。しかし、それイコウあまりそういうことをいわなく

なった（シュイからおちたからでもあろう。）。「まもりをかためたふねぶね」みたいない

いかたもあまりきかない。ジッサイに、オウベイではケイザイセイチョウがつづいてい

るが、ニホンはあまりしていないという。なぜそうなのか。

わたしなんかのレイでも、なにかがたりないなかでケンメイにドリョクしているときは

タイクツとかそういうことはおもわなかった。しかし、ひととおりものがそろってしま

うと、そのあとにタイクツとおもってしまう。つまり、ニホンジンが「センゴフッコウ」

のブンミャクでうごいていたときは、とにかくがんばっていたが、ひととおりそれがお
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わると、あまりがんばらなくなったのではということだ。がんばらなくなったというか、

がんばりにくいのだろうとおもう。

わたしなんかはこどものころにめぐまれていたので、「センゴフッコウ」のセンでかんが

えることができなかった。しかし、「センゴフッコウ」がおわっても、セイサンカツドウ

はおわらない。ジブンとショウブなのかもしれない。シンリガクでは、ジブンのそとの

モンダイでがんばらなければいけないときは、そのモンダイがなくなると、ドリョクを

やめてしまいがちだが、うちの（そのひとの）モチベーションでなにかをすると、やる

きがながもちするという。ニホンジンもそうした「うち」のモチベーションでしごとを

やるときなのかもしれない。

　

サンジュウゴ、『オ』ロクジュウハチ

　

かねのあつまるところにトシができる。トウキョウもそうだし、ニューヨークだってそ

うだろう。いまはセイフがゼイキンをとってサイブンパイをおこなうから、セイジジョ

ウのシュトにトシができることがおおい。セイフがゼイキンをとらなくなったらどうな

るか。かねもちのいるところ、キギョウのあるところにトシができるはずだ。キギョウ

ジョウカまちということばがあるが、それがふえるだろう。そうすると、シャカイタイ

セイはトシコッカにちかくなるであろう。

いまのところ、セイフがいらないというはなしはあまりしないが、もしいらないとなる

と、そういうタイセイになろう。いくつかのトドウフケンをまとめるやりかたよりキョ

クタンではあるが、むかしはそれでやっていたくにもあるので、フカノウではないだろ

う。しかし、やっぱりセンソウになるのかもしれない。

　

サンジュウロク、『オ』ロクジュウキュウ

　

「はか」がセイブツカイにおけるニンゲンのカイソウをあげたことをシテキした（●ニ

ジュウゴ、『オ』ゴジュウニ）。これはユウメイなのでエジプトおうのはかがある。こう

いったはかでまもれば、ほかのドウブツにシタイをたべられないわけだ。それからキュ

ウヤクセイショができた。「ニンゲンがほかのドウブツをシハイする。」とかかれている。

こうかかれると、それをタッセイするために（ほかのドウブツにたべられるようじゃ、く

らいがたかいとはいえない。）、はかをつくるだろう。だから、キリストキョウは、はか

のシュウキョウとよべるかもしれない。

それをヨーロッパではニセンネンほどつづけ、ジュウキュウセイキになってニーチェが

でてきた。かれは、「かみはしんだ。」といい、サイセイをといた。ほかのなにかにサイ

セイされるということを。その「サイセイ」というのは、「リンネテンセイ」のようなは

なしでないか。つまり、ニセンネンほどニンゲンがセイブツカイでサイジョウイとして、

ほかのドウブツにたべられないようにしていたが、そうではなく、ニンゲンもリサイク

ルしたホウがいいということではないか。たしかにキリストキョウカイのセイリョクが、
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よわくなっているときく。しかし、マイソウについては、サンコツやウチュウソウなど

でてきたが、まだフツウのマイソウがおおいとおもわれる。たしかにリサイクルのシソ

ウはひろまっているようだが、まだニンゲンのカイソウをおとすようなかんがえが、タ

スウにシジされにくいとおもわれる。そういうイミではまだ「かみ」はしんでいないの

である。ただ、このゴはどうであろう。

　

サンジュウシチ、『オ』ななジュウ

　

ひとがフユウソウとなるとき、おかねをもつようになるのがさきか、それともフユウソ

ウのタイドができるようになるのがさきなのだろうか。かねのないフユウソウじゃしょ

うがないから、おかねをもつことがさきとかんがえられるかもしれない。しかし、いきな

りおかねをもったばあいは、フユウソウのタイドができていないから、「なりキン」とよ

ばれることがおおいのではないか。ウェーバー（マックス、ドイツのシャカイガクシャ）

は、プロテスタントのひとたちのセイジツさがシホンシュギをハッタツさせたという。

つまり、タイドがさきでおかねはあとなのではないかともいえる。ニホンではコウレイ

シャがケッコウなシサンをもっているというから、やっぱりシサンができるタイドがで

きていたのだろう。もしコウレイシャなみにシサンをもちたいというのであれば、コウ

レイシャのタイドをまなぶといいだろう。わたしはまだまだそれができていないから、

おかねもちにはなりにくいかもしれない。

　

サンジュウハチ、『オ』ななジュウよん

　

ローカルでのひとづきあいがすくなくなったなどといわれる。また、ミコンシャがふえ

ているともいう。なぜそういうことになるのか。それはヒヨウのモンダイかもしれない。

ローカルでひとづきあいするばあい、それぞれがなにもヨウキュウしなければ、ヒヨウ

はレイにちかいか、レイだろう。ジカンやロウリョクはかかるかもしれないが、ほかに

はかからない。しかし、もっといいジョウケンがある。それはカイシャとのつきあい、カ

イシャでのつきあいである。それだと、ヒヨウがマイナスになったりする。キュウリョ

ウがはいったり、ケイヒでおとされたりするからだ。だから、ローカルのつきあいより、

しごとでのつきあいをユウセンする。そうすると、ローカルでは、ひとづきあいがうす

れてしまうのだ。そうすると、ちかばのひとをしらなかったり、エンができなかったり

するだろう。それならそれでカイシャがケッコンあいてをショウカイすればいいかとお

もうが、なかなかむずかしいのかもしれない。シュウシンコヨウのジダイならともかく、

「リストラ」をしにくくなってしまうからだ。

　

サンジュウキュウ、『オ』ななジュウゴ
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ウチュウのはじまりは「ビッグバン」でセツメイされることがある。バクハツだから、ウ

チュウはそとがわにむかってひろがっていく。そうすると、バクハツのチュウシンでは、

ものというかシゲンというかはすくなくなるだろう。それでそとへむかってシゲンがイ

ドウし、ウチュウはどうなるのか。

ここでいいたいのは、ウチュウのサイセイサンはどうなるのかということだ。そんなこ

としるかといわれるかもしれないが、ながもちするといいだろう。タンジュンなコウセ

イのばあい、やがてもえきって、「ブラックホール」になるとおもわれる。それで、う

そかホントかはわからないが、シゲンをよびもどすわけである。これならサイセイサン

である。ウチュウジタイもやはりそうなのでないか。ムダにしないようなしくみがある

じゃないかとおもう。ちいさなまるとドーナツがたのくりかえしでないか。

　

ヨンジュウ、『オ』ななジュウなな

　

まえに、たらこやイクラをたべなくなってきているから、こどものかずがへっているの

ではとかいた（●『むしのツゴウニンゲンのツゴウ［イカ、む］』ヒャクサンジュウシ

チ）。また、「まるまるこ」と「こ」をつけたなまえをつけないから、やはりこどもがすく

なくなってきているのではとかいた（●『よ』ヒャクロクジュウロク）。さかなのたまご

をたべなくなっていることと、「こ」をつけたなまえをつけないことは、イッシュのリュ

ウコウであるが、いってみれば、あまりチュウモクされないリュウコウだ。それをセン

ザイテキリュウコウとよぼう。そして、それをホジするものを、センザイテキリュウコ

ウのシンリコウゾウとよぶ。

「こどもがすくなくなっている。」のは、わりといわれるリュウコウである。よくいわれ

るリュウコウはそれなりのリユウがセツメイされるが、あまりセンザイテキなリュウコ

ウのはなしにならない。ましてやシンリコウゾウのはなしだとなおさらだ。ほかにヒコ

ンカのリュウコウもそうだ。これはなにがセンザイテキなリョウコウになっているかと

いうと、わたしがおもうに、「おむすび」をあまりたべなくなったことだ（「おにぎり」は

たべているかもしれない。）。

よく、コンブをたべて、「よろこぶ」とか、まめをたべて、「まめにはたらく」とかいう

が、それもたべるリョウがへっているのかもしれない。ニホンジンは、センザイテキな

リュウコウやそのシンリコウゾウにすなおなのではないかとおもう。きれいによくみえ

るリュウコウにつながるからだ。ことたまシコウというのがうなずけるようである。

　

ヨンジュウイチ、『オ』ななジュウキュウ

　

コンピューターのハッタツで、チュウトウキョウイクがあまりやくにたたなくなるとか

いた（●サン、『オ』ジュウ、ジュウサン、『オ』サンジュウサン）。それでもまなびたい

ひとはいるだろう。いまのところはキョウイク、シュウショクシステムにくみこまれて

いるので、そうカンタンにくずれないとはおもうが、ケンサクすればすぐでてくるチシ
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キをおぼえるのに、サンネンかけていいのかというモンダイがある。

コンピューターがコンゴもモンダイなくつかえるのであれば、スウガクやカガクなどを、

ゲイジュツのようなセンモンブンヤとしてあつかっていくことがかんがえられるであろ

う。つまりオンガクなどとおなじあつかいにしてまうのだ。くわしくはダイガクでケン

キュウしてくださいでもいいだろう。それができれば、コクゴやエイゴくらいのキョウ

イクのみでイチネンでおわらせることができるのではないか。これだと、ジュウななサ

イでダイガクやセンモンガッコウにニュウガクできる。サンネンブンロウドウリョクも

ふえるだろう。

　

ヨンジュウニ、『オ』ハチジュウ

　

まえにセンザイテキリュウコウのはなしをした（●ヨンジュウ、『オ』ななジュウなな）。

しかし、おもいだしてみると、そういういいかたをしなくても、「エンギ」といういいか

たがある。つまり、さかなのたまごをたべるという（「こダクサン」など）エンギをかつ

ぐから、こどもがタクサンうまれるというぐあいにである。

サイキンは「エンギ」ということばをきかなくなった。エンギをかつぐより、なにかのコ

ウカがあるかないかみたいに、キノウシュギテキになってきているのかもしれない。た

しかにさかなのたまごをたべたからといって、かならずしもこどもができるわけではな

いだろう。だからといって、メイシンだでおわらせていいのか。コウカがあるかどうか

はともかく、ひょっとしたらこどもができるかもぐらいに、たのしみながらにしたいも

のである。どうもゲンダイジンは、きみじかなのかもしれない。

　

ヨンジュウサン、『オ』ハチジュウイチ

　

ニホンでは、ひとがしんだあと、そのシタイをカソウする。そうすると、ほねだけがのこ

る。それをマイソウする。しかし、それはちょっとどうなのかともおもう。なぜはかに

マイソウするかといったら、ひとつはさきにのべたように（●『オ』ニジュウなな、ニ

ジュウゴ、『オ』ゴジュウニ、サンジュウロク、『オ』ロクジュウキュウ）、ほかのドウブ

ツにたべられないようにするためだといえる。これはキリストキョウケイのカチカンで

あろう。そうやってニンゲンのくらいをイジするのである。

しかし、「リンネテンセイ」だとか「サイセイ」また「リサイクル」というひともいる

（●サンジュウロク、『オ』ロクジュウキュウ）。それだったらほかのドウブツにたべても

らったホウが、いのちのエイゾクセイがあるともいえる。つまり、あるひとがもってい

たブッシツとしてのからだ（わたしはワンスルーといっている［●ニジュウゴ、『オ』ゴ

ジュウニ］。）が、ほかのドウブツ、ショクブツにひきつがれるのだ。だから、きみのラ

イセイはたぬきか、などとはなしができる。

かならずしもキリストキョウのように、「ニンゲンがほかのドウブツをシハイしなければ

ならない。」ではないから、そうやってリサイクルをすればいいようにもおもえる。たし
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かにテンにめされることも（●ハチ、『オ』ニジュウよん）（セイブツではなくて）、もの

のメンでダイジかとはおもうがテキトウなバランスをみて、リサイクルをすればともお

もう。カソウしてゼンメツさせなくてもとおもう。「テン」にめされるとナンオクネンと

シンカしたのをもうイッカイとなるし、「テン」にめされないひとも、「リサイクル」さ

れ、ゲンダイのセイメイのホゼンにひとカツヤクする。それでいいのではないか。

　

ヨンジュウヨン、『オ』ハチジュウニ

　

わたしは、『アルクカラカンガエル（●『ア』ヒャクハチジュウサン）いった。あるくか

ら、フウケイがかわってノウがはたらくということである。だからうごかないひとはあ

まりかんがえないであろうということだ。うごかない「もの」が、かんがえるというの

はあまりきかない。サイキンはやりのカテイヨウジンコウチノウソウチにしたって、デ

ンキがなければ、データをあつめられないので、たいしたことはできないであろう。そ

うかんがえると、デンキがあるからかんがえるかもしれない。

ニンゲンもテレビがうつっていると、かんがえたりもするであろう。おわらいバングミ

の、ここでわらうのですよとシテイされ、サンプルのわらいごえがでるシュンカンにわ

らうのは「かんがえる」とはいわない。それはだれかのまねをしているだけだ。それだ

と、シャカイのジョウシキとかホウソウサッカのおもいをくんだ「かんどおり（●『む』

よんジュウイチ）」だ。かんがえるとは、「カン」をヒテイしなくてはならない。ベツに

そんなことはしなくてもいいのだが、ひとはいろいろなリユウがあってかんがえる。

しかし、フウケイがかわるとか、ジョウホウがあるとか、デンキがないとかんがえられ

ないのである。もっというと、たべものをたべないとしんでしまう。エイヨウもかんが

えるもとである。エーアイのハッタツがケンチョになると、それにまけじとかんがえる

ひとは、よくあるくようになるか、それともうごかずショウエネでかんがえるようにな

るかはキョウミのあるところである。

すべてのジョウホウのくみあわせで、ヨソクされるとなると、ニンゲンのかんがえるこ

とはエーアイによまれてしまう。だから、よまれたくないニンゲンはイチレイヒシャ

（ショウギ）のようなてをとりだすだろう。タンジュンにいえばルールをかえてしまうの

だ。ニンゲンのブンカも、そういうルールヘンコウをしながらハッタツしたともかんが

えられる。カンタンなレイだと、ラテンゴをはなしていたのを、フランスゴではなすよ

うにしたり、コゴをつかっていたのをゲンダイゴにかえたりということである。だから、

エーアイがカッタツになると、たとえば、エイゴがチンプカするということがおこりそ

うなのである。グタイテキにいうと、いままでつかっていたエイゴではなくて、ほかの、

またはあたらしいことばをつかいだすだろうということだ。レキシをみるとそうだ。

ヨンジュウゴ、『オ』ハチジュウサン

　

ニホンにガッシュウコクサンのこむぎと、ギュウニクがはいってきたから、ニホンジン

のなかに、かみがチャイロのひとがあらわれたのなら、まぁしょうがない（ガッシュウ

コクサンのこむぎやギュウニクには、ドソウされたガッシュウコクジンセイブンがはい
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りこむあろう。）。

わたしのひげなんかにも、しらがとともに、チャイロのけやブロンドのけがまじったり

する（ベツにそめたわけではない。タンにガッシュウコクサンのこむぎやギュウニクを

たべたケッカであろう。）。ところがそのひとたちは、ジブンのてで（ビヨウシにやって

もらうこともあっただろうが。）、チャイロにしたり、ダッショクさせてしまったりして

いた。そのひとたちは、タイジュウヒでイッパーセントからジュッパーセントテイドの

ガッシュウコクサンのたべものをたべたのだろうか（イチリンでもイチわりでもなく）

かみのけをヒャクパーセントそめてしまった。そういうひとたちを「ロッカー」なり、

「ヤンキー」とよんだが、それはまぁどういうことであろう。

しかし、ジンコウヒでいえば、トウショはイチリンとかイチわりだった。それがふえて

いったようだ。それをみると、セイフハッピョウのジキュウリツより、ただしいスウジ

がわかるかもしれない。ニわりテイドガッシュコクサンのたべものをニホンジンがたべ

ているのかもしれない。わたしはそういうフウにかみをそめるひとをボウメイシャ（●

『ア』ヒャクニジュウシチ）とよんだが、まぁ、やっぱりニホンジンなのではないかとお

もう。しかし、それだけのニンゲンが、ガッシュウコクサンのおかげでいきているとい

うジジツではある。「ニチベイドウメイ」ということばは、ウサンくさいことばだとおも

うが、タイベイイゾンというのは、ゲンジツにソンザイするわけである。

　

ヨンジュウロク、『オ』ハチジュウよん

　

トシのホウでは、そこにすんでいるニホンジンのウンコは、うみにながれるようになっ

ている。ひょっとしたら、ゲスイショリジョウでぬきとられるかもしれない。しかし、

エキタイのセイブンをすべてぬきとることは、むずかしいであろう。うみにながれると、

うみのショクブツのエイヨウになる。だからうみがゆたかになる。

しかし、ノウチもゆたかにしたいだろう。だから、うみにハンブン、ノウチにハンブンを

ながせばいいかもしれない。イチニチにロクセンマンウンコがうみにもどされれば（ニ

ホンジンがさかなやのりをたべたとカテイするとそういえるだろう。）、サイセイサンに

つながる。

きになるのがとなりのジンコウのおおいくにだ。ハンブンながしただけでロクオクウン

コになる。そうすると、そのくにのエンカイがゆたかになるはずだ。そこにハイタテキ

ケイザイスイイキ（イーイーゼット）というキジュンをもちだして、ニホンのギョセン

ががんばってしまうとケンカになるだろう。たしかにイーイーゼットはひとつのキジュ

ンではある。しかし、バンノウではないだろう。だからそのカイイキのあつかいにカン

してはジュウナンにするのがよいかとおもわれる。「ウンコをかえせ。」といわれてもな

かなかむずかしいからである（セイサンリョウがちがう。）。レイセイにいうと「シゲン」

なのである。

　

ヨンジュウシチ、『オ』ハチジュウハチ
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サッカーでもヤキュウでも、しばらくみているとルールがわかってくる。これらはあい

てよりおおくゴールすればかちというキョウギだからわかりやすい。エンギをヒョウカ

するニンゲンがテンスウをつけるキョウギもある。それもしばらくみていれば、どのく

らいのテンがつくかというのはわかってくる。それはみているひとが、テンスウのつけ

かたをガクシュウして、テンスウをヨソクするわけだ。ニンゲンはそういうことができ

るが、コンピューターもそういうことができるだろう。

セイジショクぬきのコンピューターにヒョウカさせたホウが、よりコウセイかもしれな

い。そんなことをいっていると、シンパンというしごとがコンピューターにうばわれて

しまう。しかし、ニンゲンのいいところは、ひいきをすることかもしれない。まるばつ

センシュにコウトクテンをつけたりするというやりかただ。コンピューターは、このて

のことがにがてでないか。

しかし、ひいきするシンパンは、ひいきをしたセンシュからはよくおもわれても、ほか

のセンシュからはよくおもわれない。だが、コンピューターをドウニュウすると、ニン

ゲンのシンパンはそのくらいしかしごとがないだろう。そうやってニンゲンは、コウセ

イというチュウドウテキなポジションからコンピューターによっておいだされてしまう。

コンピューターとおなじイケンなら、そのひとのかわりにコンピューターがあるんだか

ら、そのひとはいらないとなる。

そうして、ニンゲンは、かたよったたちばをとるようになる。いってみれば、ニンゲン

がよりコセイテキになるわけである。コセイテキでなければコンピューターにかわられ

てしまうからだ。いまはエイゴがキョウツウゴだから、あえてドイツゴをガクシュウし

ようとかになるだろう。コンピューターがエイゴシヨウであれば、ドイツゴではなして

いれば、コンピューターとしごとのメンでぶつからないことになる。それならそのこと

ばをつかうかぎり、チュウドウテキなたちばのもどれる。しかし、タブン、ドイツゴも

コンピューターのおよぶハンイだ。だからベツのことば、たとえばラテンゴとかをガク

シュウする。それならやっぱりチュウドウテキなたちばをとれる。ユウキのあるひとな

ら、あたらしいことばをつくるだろう。そうやってコンピューターとかぶらないように、

ふるいことば、もしくはあたらしいことばを、ひとはセンタクするようになる。それな

らコンピューターにしごとをうばわれないからだ。このジョウキョウをチンプカされた

シャカイ（オールドファッションドソサエティ）とよぶ。つまりゲンジョウのシャカイ

は「ふるい」ということである。

そして、もっとふるいゆえに、あたらしいことばやブンカに、ひとはアイチャクしよう

とする。チンプカされたシャカイ（ふるいシャカイ。コンピューターがカツヤクしてい

るゆえに。）では、コンピューターによってしごとをとられてしまうから、ふるいか、あ

たらしいシャカイにひとはテイイしようとする。みちのイメージでいえば、みちのまん

なかは、コンピューターというくるまがはしっている。のっていればアンゼンだが、そ

れをかうのにはおかねがかかる。だから、ひとは、みちのひだりか、みぎによる。ひだ

りをあるくのは、あたらしいことばやブンカをシコウするひだりみちハだ（セイジショ

クはない。）。もうひとつ、みぎをあるくのは、かなりふるいことばやブンカをシヨウす

る、みぎみちハだ。できればチュウオウをあるきたい。しかし、あぶないので、どちら
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かによるわけだ。

しかし、ひだりみちハも、みぎみちハもアンシンはできない。くるまがよりおおきくな

るカノウセイがあるからだ。いってみると、コンピューターかコンピューターをつかっ

ているニンゲンが、ひだりやみぎに、ちょっかいをだすかもしれないわけだ。タンジュ

ンにいうと、ひだりやみぎのことば、ブンカをコンピューターにインストールしようと

することだ。そうやって、コンピューターによって、わたしたちのくにやチイキがショ

クミンチカされようとする。ショクミンチとはどういうことか。やすいねだんで、ザイ、

サービスをソウシュコクにテイキョウさせられることだ。そういうかんがえかたはあま

りみえないが、まだのこっていなくないか。

とりひきとは、ホンライソウホウのゴウイでおこなわれるものだ。しかし、ショクミン

チのばあい、ブリョクやシリョクによって、とりひきをキョヒできないようにしたうえ

で、とりひきがおこなわれる。いまのばあいだと、「ジユウボウエキ」というかんがえか

たである。そこではとりひきをキョヒできないように、とりひきがおこなわれる。つけ

くわえると、キョヒはできるが、あいてもなにかのとりひきで、キョヒやカカクのつみ

ましをせまるだろう。そうやって、コンピューターテイコクはセイリョクをのばす。し

かし、わたしは、わたしジシン、もしくはいえのドクリツをイジしたいおもう。

　

ヨンジュウハチ、『オ』キュウジュウ

　

セイヒンをカイガイでつくれば、ねだんをやすくできるという。たしかにおかねのメン

でいえば、やすくつくれるところもあるだろう。キュウリョウがやすいなどのリユウだ。

しかし、ホントウにやすいのか。あるセイヒンエーをつくるのには、ふたりがかりで、サ

ンジュウニチかかるとする。それをカイガイでつくっても、ふたりがかりで、サンジュ

ウニチかかるだろう。カカクのメンではともかく、エネルギーのメンでは、かわらない

のである。コストがちいさいとかいうが、やっぱりつかうエネルギーは、かわらないで

あろう。それなら、コストはちいさくないはずだ。コストはおなじなのである。

ただ、つかうエネルギーのリョウは、かわらずとも、やすくうけおってくれるだれかが

いるから、カカクがやすくなるというわけである。ホントウにフェアトレードなどをか

んがえるならば、セイヒンをカカクでみるのではなく、つかったエネルギーのリョウで

はかったホウがいいのではないか。

　

ヨンジュウキュウ、『オ』キュウジュウニ

　

ニンゲンエーがイーにイドウしてエフにイドウした。これはわかりやすいはなしだ。エー

がはじめディにあって、イーにいってエフについたと。しかし、（たとえば）イッセンマ

ンニンのひとがイッセイにエフをめざすといったときに、どれだけそれぞれのうごきが

わかるだろうか（エフにちかづくことはわかるけれども）。それをセイリすると、ビーさ

んがイーにイドウした。シーさんがジーにイドウした。ダブリュさんがイーにイドウし
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た。ほかタクサンとなる。ケッキョク、なにかのチツジョ、たとえばジカン、なまえの

ジュンジョなどをつかって、ひとりずつジュンジョづけていくのがわかるやりかただ。

それをおこなってはじめて、そのレキシなどをえがけるようになる。いいカゲンなケイ

ソクをすると、カンゼンなレキシとはよべなくなる。

しかし、これはコンキのいるサギョウだ。かならずチョクセンジョウにできごとがキジュ

ツされるわけではない。たとえば、ハチジイップンゴビョウにシーさんがジーに、ワイ

さんがイーにトウチャクするとなると、どちらをさきにキジュツしたらいいかわからな

い。そこでどうするかがモンダイとなる。こういうカダイ、かりに「タヨウジョウケン

のセツメイ」といっておく、をとくために、ふたつのセンをつかったりするのでないか。

もしくはもっとこまかくジカンをはかる。そうすると、どちらがさきかがわかる。それ

ならひとつのセンでつづけられる。

ひとつのセンにするというと、まるでゲンザイのカガクのようなこまかいケイソクがヒ

ツヨウになるのだろう。つまり、それを（カガク）をやっているうちは、レキシはひと

つでありそうなのである。「タヨウ」だからしょうがないなのだが、それをキレイにセツ

メイしようとするドリョクは、いろいろなところでおこなわれている。

　

ゴジュウ、『オ』キュウジュウよん

ニホンのキョウイクのことを、コセイをハッキさせないキョウイクだということがある。

そしてヘンサチでジョレツをつける。でもこれは、ひとをつかうホウだったらツゴウが

いいかもしれない。

つまり、こういうことだ。ビーダイガクのホウガクブをソツギョウしたイーさんがビョ

ウキになって、はたらけなくなったとする。それならやはり、ビーダイガクでホウガク

をまなんだエフさんが、かわりにしごとをできるだろうといういれかえがきくからであ

る。それがキョクタンになると、シーダイガクをソツギョウしたジーさんは、ビョウキ

でしにそうだが、クローンをつくったのでもうイッカイいきられる（そのいいかたがた

だしいかはベツとして。）イシキをイショクするのはむずかしいが、おなじシーダイガク

をソツギョウするようにしむければ、まえにいきていたシーさんのようになるだろうと。

イデンも、うけとるジョウホウもおなじなら、ほとんどおなじだろうと。しかし、「コセ

イ」とか「めずらしいジョウホウ」をもっているとなると、それをフクセイするのはコ

ストがかかる。だから、「コセイ」をもっているひとは、きらわれるのではないかと。

　

　

　

　

シソウしそう ニカン シドクバン

エイゾウ

　

ニセンニジュウネンサンガツとおか
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ニセンニジュウネンゴガツサンジュウイチニチ

ニセンニジュウイチネンクガツトオカ

iii toga db011-2s

　

　

　

エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　

ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　

　

http://eizo09.com
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